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お客様のための
安心・安全な商品を
提供します。

徹底した品質管理と確認検証した
トレーサビリティー

石光商事株式会社の使命
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株主の皆様方には、ますますご清祥のこととお

慶び申し上げます。また、平素より格別の支援を

賜り、厚く御礼申し上げます。

ここに当社第54期（平成15年4月1日から平成

16年3月31日まで）の営業の概況と決算について

ご報告申し上げます。

今後も「皆様方のご支援があるからこそ今日

の石光商事がある」ということを忘れず、企業価

値を高めるべく一層尽力していく所存であります。

株主の皆様におかれましては、今後とも一層の

ご支援・ご鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。

平成16年6月

取締役会長 石光　輝男
取締役社長 駒澤　啓之

石光会長　 駒澤社長

お客様へ
一歩先行く
タイムリーな
情報提供

優れた商品開発力による
提案型営業の推進
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営業の概況

当期におけるわが国経済は、輸出や設備投資の増

加により景気は回復基調にあり、個人消費につきまして

もようやく明るさが見え始めました。

飲料・食品業界におきましては、個人消費の低迷と

低価格化により売上高が伸び悩む中で、米国BSE、

鳥インフルエンザ等が相次いで発生し、食品に対する

安心・安全がますます求められております。

このような状況のもと、当社は顧客ニーズを迅速・的

確に反映した商品開発を進め、積極的な提案営業活

動を行い、新商品を食品マーケットに提供してまいりま

した。また、品質管理体制を強化するとともに、海外

農水産物の生産・加工指導を徹底し、従来にも増して

安心・安全な商品の開発輸入に努力いたしました。

以上の結果、売上高は314億85百万円（前期比

営 業 の 概 況
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（注）当社は平成13年12月26日付で株式1株につき10株
の分割を行っております。

9.0％増）、営業利益は12億49百万円（前期比26.0％増）、

経常利益は12億46百万円（前期比33.5％増）、当期純

利益は７億１百万円（前期比32.9％増）となりました。
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対処すべき課題

営 業 の 概 況

「コーヒーの香り」

香りを求めてコーヒーを飲まれる
方も多いかと思われます。
香りはコーヒーの最大の魅力と言

っても過言ではなく、最近の研究によ
ると、そのリラックス効果は脳波から
も確認されているようです。
コーヒーの香りを構成する成分と

して、花のような華やかな香りを持つ
成分、フルーツのような甘い香りを持
つ成分、香ばしい成分、等々これまで
に９００種類以上の物質が見つかって
います。
ガスクロマトグラフィーという技術

を用いると、これら香りの構成成分を
分離することができ、さらに、分離し
た香りを嗅いでみることも可能です。
嗅ぎ分けてみると、納豆のような臭
いや履いた後の靴下の臭いのような
およそコーヒーらしからぬ意外な臭
いの発見に驚きます。
さて、この中に単独でコーヒーの香

りを出せる物質はあるのでしょうか？
答えは「No」です。最低でも２０種類程
度の成分を混ぜないとコーヒーの香
りは再現できないと言われています。
では、品種や産地を特徴づける物質
は？これも「No」です。特定の品種、
あるいは産地に特徴的な香気成分は
ありません。コーヒーの香りを構成す
るたくさんの香気成分、その微妙な
バランスの違いが香りの違いを生ん
でいるのです。
コーヒーの香りは複雑です。

今後の見通しにつきましては、わが
国の景気は緩やかに回復すると予測
され、消費者心理が上向くとともに、
就業世代の若返りによる所得増なき消
費回復が見込まれます。しかしながら、
飲料・食品業界におきましては、低価
格志向・節約志向が続く中で、消費
者の安心・安全な食品への関心が一
層高まるなど、当社を取り巻く環境は
厳しい状況が続くものと予想されます。
このような状況のもと、当社は、消費
者の飲食品に対するニーズを的確に捉
えて商品開発を行うとともに、食品の安
全性を高める体制作りに努めます。

①商品別チーム制の充実による
機能的な組織運営

平成16年４月にチームの一部を再編
成して、顧客の要望にさらに機能的に
対応する組織といたしました。今後も、
常に組織を活性化させ、チーム制の
充実を図ってまいります。

②品質管理の徹底

品質検査体制のレベルアップを図るた
め検査機器の増設を行ってまいりまし
たが、さらに平成16年４月に品質保証

室を新たに設置いたしました。これに
より全社の品質保証体制を確立し、安
全な食品の販売に努めてまいります。

③収益基盤の強化
（高付加価値商品の開発、販路の拡大）

収益基盤を強化するために、品目別
に以下の施策に努めます。

ａ】当社ブランドのプレミアムコーヒー「パライソ

シリーズ」を消費者対応の小型焙煎機「トル

ネードキング」で焙煎する小売用店舗の開発

を行い、販路の拡大を行います。

ｂ】当社レギュラーコーヒーの新商品「アロマ

ボトル」の家庭用マーケットでの販売を積極

的に拡大してまいります。

ｃ】冷凍調理済食品は、品質が市場に受け

入れられ順調に伸びておりますが、商品開発

を加速するとともに、品質管理体制を強化し

販売金額を倍増すべく営業展開を図ります。

当 社 は 、 ｢Global Foods
Merchandiser」として商品企画・原
料生産・製造・販売までトータルな活
動を展開し、企業業績の向上に努め
てまいります。
株主の皆様におかれましては、引き
続きご理解・ご支援を賜りますようお
願い申し上げます。
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T O P I C S
●「アロマボトル」を消費者の皆様にネット販売開始

●研究開発室のご紹介

私共は消費者の皆様に安心してご賞味
頂ける食品や飲料をお届けする義務が
あります。
安心・安全だけでなくコーヒー・紅茶
等の飲料について研究・調査を日々続
け、それらの更なる普及に努力してお
ります。

当社のオリジナルブラン
ド「カフェトピア・アロ
マボトル レギュラーコ
ーヒー」をダイレクトに
お客様へ販売を始めまし
た。これからも魅力ある
様々な商品を皆様にお届
けすべく展開してまいり
ます。
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11.8％

11.9％

コーヒー生豆
主力商品のコーヒー生豆
は、ブラジルの増産により
世界的な供給過剰状況が
続いておりますが、ニュー
ヨーク市場（コーヒー生豆
相場期近銘柄）は、前々
期の最安値を脱してから
やや上昇傾向にあります。
期初から期央は55セントか
ら70セントの間の展開となりましたが、平成16年の年明けから上
昇し期末は73.75セント／ポンドで終了いたしました。コーヒー生
豆につきましては、３ヶ月から１年後の先物契約による売買が業
界の慣行であり、売上高に相場価格が反映されるのは、６ヶ月
程度後であります。当期の売上高につきましては、平均販売単
価は横ばいでしたが、販売数量が前期比若干減少いたしまし
たため、37億16百万円（前期比1.0％減）となりました。
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飲料製品及び原料
レギュラーコーヒーの売上高
は、当社の自社ブランド商品
は増加したものの、大口販売
先のＯＥＭ商品が減少したた
め前期比20.1％の減少となり
ました。インスタントコーヒ
ーの売上高は、原料用が増加しましたものの、ＯＥＭ
生産が減少し、前期比6.4％の減少となりました。茶類
その他の売上高は、原料用の紅茶、緑茶及び小売用紅
茶が増加し、ウーロン茶等が減少となりましたものの、
前期比18.8％の増加となりました。この結果、飲料製
品及び原料の売上高は、37億47百万円（前期比6.0％減)
となりました。
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常温食品
輸入食品の売上高
は、輸入フルーツ缶
詰の枇杷・ミックスド
フルーツが前期比
増加いたしました
が、その他のみかん等フルーツ缶詰、マッ
シュルーム・アスパラガス等の野菜缶詰は
前期比減少いたしました。また、イタリア食
品（パスタ・オリーブオイル）は、期中ユーロ
の大幅高により輸入価格が上昇したため、
取引先に対して値上げを行ったこと等によ
り販売数量が前期比減少となりました。食
品の輸出売上高は、前期からの販路開拓
の成果により前期比10.0％増加となりまし
た。この結果、常温食品の売上高は、82
億36百万円（前期比2.4％減）となりました。

商 品 別 概 況
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食品原料
栗甘露煮及び原料の売上高は、その輸入
地を韓国から中国にシフトし加工度の高
い商品輸入を拡大したため前期比大幅増
加となりました。生鮮野菜の売上高は、国
内市況の回復により前期比大幅に増加い
たしました。原料用トマト、小豆加工品、
水煮野菜等の売上高も国内販売先のニ
ーズに迅速に対応できたことにより前期比
増加いたしました。この結果、食品原料の
売上高は61億25百万円（前期比18.2％増）
となりました。

第５１期�
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第５３期�
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７,０００�

６,０００�

５,０００�

４,０００�

３,０００�

２,０００�
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冷凍食品
当社の開発商品である輸入水産加工品（エ
ビ、タコ)、輸入調理加工品（白身魚フライ、
ロールキャベツ、八幡巻、ポークカツ、チキン
唐揚等）が、回転寿司・和食店・居酒屋等で
その品質が評価され、売上高は前期比大幅
に増加いたしました。また、国内メーカー商
品の売上高も販路を拡大することにより前期
比増加いたしました。この結果、冷凍食品の
売上高は、67億61百万円（前期比16.1％増）
と前期比大幅増加となりました。
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その他
業務用コーヒー関連器具・備品の売上高
は、販売先の需要減により前期比減少い
たしました。家庭用繊維製品の輸入及び
家庭紙等の輸出は、前期比横ばいでありま
したが、機械・機器の大口輸出が新規に
成約できたことにより、その他の売上高は28
億98百万円（前期比71.4％増）となりました。

第５１期�
（平成１３年）�
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流動資産 9,984 9,439

現金及び預金 1,678 1,544

受取手形及び売掛金 5,095 4,235

たな卸資産 2,731 2,785

その他 504 899

貸倒引当金 △25 △25

固定資産 6,414 5,792

有形固定資産 2,820 2,918

建物及び構築物 1,153 1,228

土地 1,395 1,395

その他 271 295

無形固定資産 9 10

投資その他の資産 3,584 2,863

投資有価証券 2,450 2,163

その他 1,189 755

貸倒引当金 △54 △54

資産合計 16,399 15,231

流動負債 6,379 6,940

支払手形及び買掛金 2,813 2,562

短期借入金 844 1,615

一年以内返済予定長期借入金 722 574

賞与引当金 162 178

その他 1,837 2,010

固定負債 3,166 2,115

長期借入金 1,698 1,019

その他 1,468 1,095

負債合計 9,545 9,055

少数株主持分 186 201

資本金 623 623

資本剰余金 357 357

利益剰余金 5,646 4,997

その他有価証券評価差額金 43 △0

自己株式 △4 △2

資本合計 6,666 5,975

負債、少数株主持分及び資本合計 16,399 15,231

連結貸借対照表 （単位:百万円）

当連結会計年度末
（平成１６年３月３１日現在）

前連結会計年度末
（平成１５年３月３１日現在）

当連結会計年度末
（平成１６年３月３１日現在）

前連結会計年度末
（平成１５年３月３１日現在）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結財務諸表 要　旨
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売上高 32,049 29,465

売上原価 27,156 24,796

売上総利益 4,892 4,668

販売費及び一般管理費 3,546 3,573

営業利益 1,345 1,095

営業外収益 213 267

営業外費用 126 170

経常利益 1,432 1,192

特別利益 1 6

特別損失 17 38

税金等調整前当期純利益 1,416 1,160

法人税、住民税及び事業税 547 420

過年度法人税、住民税及び事業税 ― 28

法人税等調整額 12 △44

少数株主利益 7 10

当期純利益 849 745

資本剰余金期首残高 357 40

資本剰余金増加高 ― 316

資本剰余金期末残高 357 357

利益剰余金期首残高 4,997 4,354

利益剰余金増加高 849 745

利益剰余金減少高 199 102

利益剰余金期末残高 5,646 4,997

（単位:百万円）（単位:百万円）連結損益計算書

営業活動によるキャッシュ・フロー 295 61

投資活動によるキャッシュ・フロー △244 △178

財務活動によるキャッシュ・フロー △105 △21

現金及び現金同等物に係る換算差額 △23 △19

現金及び現金同等物の増減額 △78 △158

現金及び現金同等物の期首残高 1,681 1,840

現金及び現金同等物の期末残高 1,603 1,681

（単位:百万円）

連結剰余金計算書

連結キャッシュ・フロー計算書

前連結会計年度
自平成１４年４月１日（至平成１５年３月３１日）

当連結会計年度
自平成１５年４月１日（至平成１６年３月３１日）

前連結会計年度
自平成１４年４月１日（至平成１５年３月３１日）

当連結会計年度
自平成１５年４月１日（至平成１６年３月３１日）

前連結会計年度
自平成１４年４月１日（至平成１５年３月３１日）

当連結会計年度
自平成１５年４月１日（至平成１６年３月３１日）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。
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当期末
（平成１６年３月３１日現在）

前期末
（平成１５年３月３１日現在）

流動資産 9,728 9,200

現金及び預金 1,495 1,376

受取手形 594 439

売掛金 4,484 3,773

商品 2,270 2,328

その他 908 1,307

貸倒引当金 △25 △24

固定資産 4,228 3,699

有形固定資産 2,346 2,418

建物 852 910

土地 1,386 1,386

その他 107 121

無形固定資産 8 8

投資その他の資産 1,874 1,272

投資有価証券 479 313

子会社株式 282 279

その他 1,153 718

貸倒引当金 △41 △38

資産合計 13,957 12,899

当期末
（平成１６年３月３１日現在）

前期末
（平成１５年３月３１日現在）

貸借対照表 （単位:百万円）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

財務諸表（単体）要　旨

流動負債 6,336 6,877

支払手形 73 50

買掛金 2,801 2,578

短期借入金 844 1,610

1年以内返済予定長期借入金 692 540

賞与引当金 143 155

その他 1,781 1,941

固定負債 3,048 1,985

長期借入金 1,650 959

その他 1,398 1,026

負債合計 9,385 8,862

資本金 623 623

資本剰余金 357 357

利益剰余金 3,554 3,052

株式等評価差額金 41 6

自己株式 △4 △2

資本合計 4,571 4,036

負債・資本合計 13,957 12,899
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売上高 31,485 28,872

売上原価 27,060 24,686

売上総利益 4,424 4,185

販売費及び一般管理費 3,175 3,194

営業利益 1,249 991

営業外収益 138 132

営業外費用 141 189

経常利益 1,246 933

特別利益 2 6

特別損失 12 32

税引前当期純利益 1,236 907

法人税、住民税及び事業税 519 392

過年度法人税、住民税及び事業税 ― 28

法人税等調整額 14 △41

当期純利益 701 528

前期繰越利益 134 103

当期未処分利益 836 631

当期未処分利益 836,679,455

固定資産圧縮積立金取崩額 19,578,256

合計 856,257,711

これを次のとおり処分いたします。

利益配当金 175,796,720
（1株につき22円）

役員賞与金 40,000,000
（うち監査役賞与金） （2,000,000）

別途積立金 450,000,000

次期繰越利益　 190,460,991

（単位:円）（単位:百万円）損益計算書

当期
自平成１５年４月１日（至平成１６年３月３１日）

利益処分

http://www.ishimitsu.co.jp/
ホームページのご案内

当社ホームページでは、

企業情報・IR情報、

採用情報、最新ニュース等、

当社に関する情報を

提供しております。 ▲IR情報

前期
自平成１４年４月１日（至平成１５年３月３１日）

第54期
株主総会承認日（平成１６年６月２９日）

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。



所有者別 所有数別

10名（ 0.87％ ） 金融機関 1,173,760株（ 14.67％ ）

1名（ 0.09％ ） 証券会社 6,000株（ 0.08％ ）

38名（ 3.29％ ） その他の法人 1,568,420株（ 19.61％ ）

4名（ 0.35％ ） 外国法人 41,000株（ 0.51％ ）

1,101名（ 95.40％ ） 個人・その他 5,210,820株（ 65.13％ ）

1,154名（ 100.00％ ） 合計 8,000,000株（100.00％ ）
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会社の概要

会 社 設 立 昭和26年5月

株式公開年月日 平成14年11月12日

会 社 名 石光商事株式会社

資 本 金 62,320万円

本　　　社 神戸市灘区岩屋南町4番40号

従 業 員 数 152名

役員（平成16年6月29日現在）

代表取締役会長 石光　輝男

代表取締役社長 駒澤　啓之

専 務 取 締 役 中西　繁

取 締 役 前　　亮一

取 締 役 草場　鉄郎

取 締 役 内田　十司夫

取 締 役 森本　茂

取 締 役 原口　勇成

取 締 役 久保　潤一

取 締 役 北川　誠

取 締 役 影山　寿一

取 締 役 市橋　理幸

監 査 役（常勤） 入江　和義

監　　査　　役 植松　尚三

監　　査　　役 樋口　進二

株式の状況

①会社が発行する株式の総数 22,400,000株
②発行済株式総数 8,000,000株
③株主数 1,154名
④大株主

株式分布状況

株主名 議決権比率所有株式数

石光商事従業員持株会 485,260 株 6.10 ％

石光　輝男 397,490 4.99

日本トラスティ・サービス信託銀行（株）（信託口） 386,000 4.85

三菱商事（株） 378,370 4.75

丸紅（株） 270,270 3.39

日米珈琲（株） 254,000 3.19

（株）三井住友銀行 252,640 3.16

駒澤　啓之 207,000 2.60

伊藤忠商事（株） 200,000 2.51

竹田　和平 200,000 2.51

会社情報 平成16年3月末現在
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グループ情報

〈事業所〉

本社

本社�

ユーエスフーズ（株）�
東京アライドコーヒーロースターズ（株）�

�

東京支店�
シーカフェー（株）�

�

�

関西アライドコーヒーロースターズ（株）�
�

物流センター�
岩屋サービス（株）�

名古屋支店�

札幌支店�

キング珈琲（株）�

福岡支店�

●�●�

●�
●�

●�
●�

●�●�
●�

●当　　　　　　　　　　社 … 当社取扱主要品目を海外から輸入または国内で仕入れ、全国のコーヒー焙煎業者、業務用食品

問屋、飲料メーカー、食品加工メーカー、量販店、外食チェーンに販売しております。

●シ ー カ フ ェ ー（株）… 当社取扱品目のアンテナショップとしてイタリアンレストランを経営しております。

●ユ ー エ ス フ ー ズ（株）… コーヒー生豆を自家焙煎喫茶店等の小口ユーザーに販売しております。

●キ ン グ 珈 琲（株）… レギュラーコーヒーを焙煎し、常温食品及び冷凍食品とともに業務用として喫茶店等に販売してお

ります。

●岩 屋 サ ー ビ ス（株）… 関西地区における当社の運送業務を行っております。

●関西アライドコーヒーロースターズ（株） … 当社が販売するレギュラーコーヒーの焙煎・加工受託を行っております。

●東京アライドコーヒーロースターズ（株） … レギュラーコーヒーを焙煎し、飲料メーカー、量販店に販売しております。

●本　　　　　　　　　　　　社 神戸市灘区岩屋南町4-40
●東　　　京　　　支　　　店 東京都大田区山王1-4-6
●福　　　岡　　　支　　　店 福岡市博多区堅粕3-13-13
●名　　古　　屋　　支　　店 名古屋市北区五反田町91
●札　　　幌　　　支　　　店 札幌市豊平区美園一条6-1-31
●物 　 流 　 セ 　 ン 　 タ ー 大阪市西淀川区福町1-2-24



株主メモ

決 算 期 毎年3月31日
定 時 株 主 総 会 毎年6月中
基 準 日 定時株主総会　3月31日
配当金受領株主確定日 利益配当金　　3月31日

中間配当金　　9月30日
1単元の株式の数 1,000株
名義書換代理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番3号

UFJ信託銀行株式会社
同事務取扱場所 〒541-8502
（お問い合せ先） 大阪市中央区伏見町三丁目6番3号

UFJ信託銀行株式会社
大阪支店証券代行部
電話（06）6229-3011（代表）

同 取 次 所 UFJ信託銀行株式会社 全国本支店
野村証券株式会社 全国本支店

○株式関係のお手続き用紙のご請求は、次のUFJ信託銀行
株式会社の電話およびインターネットでも24時間承っており
ます。

電話（通話料無料）
0120-24-4479（本店証券代行部）
0120-68-4479（大阪支店証券代行部）
ホームページ
http://www.ufjtrustbank.co.jp/

公告掲載新聞 日本経済新聞
○ただし、貸借対照表および損益計算書に関する情報は、
決算公告に代えて、下記インターネットアドレスにおいて
提供します。
http://www.ishimitsu.co.jp/japanese/ir.html#koukoku

とびだす香りが�
お楽しみ！�
（初回開封時）�

この香り！�
アロマボトル�

香りを閉じこめた�
圧力パック！�

ひきたての豊かな香気（アロマ）を�
ボトル缶に閉じこめました。�

あけてからも、�
香り長もち！�

光も空気も通しません。�
（キャップはしっかり閉めてください）�

こだわりの原料！�

香りの厳選コーヒー豆だけを�
つかっています。�

焙煎・粉砕したての、ガスがどんどん出ている状態の
コーヒーをそのまま高圧パックでボトル缶に封じこめ
るという画期的な製品です。
（特許第2809725号／製法特許出願中）

■TEL・FAXにてご注文を受け付けております。

TEL.078-861-7782 FAX.078-806-3824
石光商事株式会社　製品部門 兵庫県神戸市灘区岩屋南町４-４０ E-mａｉｌ:cafetopia@ishimitsu.co.jp

この事業報告書は、環境に配慮し、
再生紙と大豆油インキを使用して
おります。

陽圧密封とコーヒー発生ガスの作用による「陽圧環境」で、製造後も長期にわたり多くの揮発性香気が粉に
とどまっています。また、酸素を追い出して不活性ガス置換密封していて、遮光・ガスバリヤ性に優れた容
器と共に、品質保持に大きな効果を上げています。

開栓したときに「プシュー」という音とともに飛び出し部屋に広がるコーヒーの香り、湯を注いだときに盛り
上がる細かな泡と、立ち昇る香気は、まるで専門店の挽き売り品のようです。

そのまま再密封して香り長もち！必要量の使用後はそのまま再密閉でき、密封容器に移し替える必要もなく、
おいしさがとても長持ちするのです。使い終わったとき、また欲しくなるのは、このおいしさがポイントです。

その1

その2

その3

▼こんなことが実現しました。


